マツウラ ミチオ キョウジュ リャクレキ オヨビ シュヨウ チョサク トウ モクロク マツウラ ミチオ キョウジュ タイニン キネンゴウ by 松浦 道夫 et al.
松 浦 道 夫 教 授 略 歴
略 歴
１９４０年１１月 大阪市に生まれる
１９５９年３月 私立大阪商業高等学校卒業
１９５９年４月 私立桃山学院大学経済学部入学
１９６３年３月 私立桃山学院大学経済学部卒業
１９６３年４月 桃山学院大学経済学部副手に就任
１９６３年４月 大阪学芸大学学芸学部体育学科聴講生（１９６６年３月まで）
１９６６年４月 桃山学院大学経済学部助手に就任
１９６８年４月 桃山学院大学経済学部講師に昇進
１９７０年４月 桃山学院大学経済学部助教授に昇進
１９７２年１２月 法人理事（１９７３年３月まで）
１９７４年５月 法人評議員（１９７８年５月まで）
１９８０年５月 法人評議員（１９８２年５月まで）
１９８０年６月 桃山学院大学経済学部教授に昇任
１９８３年４月 就職委員長（１９８５年３月まで）
１９８７年４月 就職委員長（１９９１年３月まで）
１９８９年４月 桃山学院大学文学部教授に転任
１９８９年４月 就職委員会委員長（１９９１年３月まで）
１９９１年４月 一般教育部長（１９９３年３月まで）
１９９１年４月 法人評議員（１９９３年３月まで）
１９９１年４月 大学評議員（１９９３年３月まで）
２００２年４月 桃山学院大学経済学部教授に転任
２００３年４月 経済学部長補佐（２００４年３月まで）
２００４年４月 桃山学院大学長（２０１０年３月まで）
２００４年４月 理事・常務理事（２０１０年３月まで）
２００４年４月 法人評議員（２０１０年３月まで）
－２８７－
２０１０年３月 桃山学院大学を選択定年で退職
２０１０年４月 「桃山学院大学名誉教授」の称号を授与
所属学会
日本体育学会，大阪体育学会，日本運動生理学学会，日本スポーツ史学会，
日本公衆衛生学会（２００８年３月まで），日本ゴルフ学会，日本幼少児健康教
育学会，日本学校保健学会（２００８年３月まで），大学教育学会，日本教育医
学会
学会活動
１９７８年４月 日本体育学会大阪支部（現・大阪体育学会）理事長
（１９８０年３月まで）
１９８２年４月 日本体育学会評議員（１９８６年３月まで）
１９８２年４月 大阪体育学会理事（１９８６年３月まで）
２０００年４月 日本ゴルフ学会近畿支部理事（現在に至る）
２００１年４月 日本幼少児健康教育学会理事（２００５年３月まで）
２００１年４月 日本ゴルフ学会代議員（２００４年３月まで）
２００２年４月 大阪体育学会監事（２００４年３月まで）
２００５年４月 日本幼少児健康教育学会常任理事（２００７年３月まで）
２００７年４月 日本幼少児健康教育学会副会長（現在に至る）
－２８８－
社会活動
１９６３年４月 全日本学生ウエイトリフティング連盟副理事長
（２００７年３月まで）
１９６３年４月 西日本学生ウエイトリフティング連盟理事長
（２００７年３月まで）
１９６３年４月 関西学生ウエイトリフティング連盟理事長（２００７年３月まで）
１９６３年４月 大阪ウエイトリフティング協会理事（２００７年３月まで）
１９８６年４月 社団法人全国大学体育連合近畿支部会理事（２００１年３月まで）
１９９９年４月 財団法人小野奨学会選考委員会委員（２００１年３月まで）
２００１年４月 財団法人小野奨学会選考委員会委員長（現在に至る）
２００１年４月 全国大学体育連合支部会理事長（２００４年４月まで）
２００１年４月 全国大学体育連合理事（２００４年４月まで）
２００１年４月 日本キンボール連盟参与（現在に至る）
２００２年１０月 大阪キンボール連盟会長（２００５年４月まで）
２００４年４月 社団法人全国大学体育連合副会長（現在に至る）
２００４年４月 社団法人全国大学体育連合近畿支部会副会長（現在に至る）
２００５年５月 日本キンボール連盟会長（現在に至る）
２００５年５月 大阪キンボール連盟顧問（現在に至る）
２００６年４月 財団法人大学基準協会評議員（２０１０年３月まで）
２００７年４月 ＮＰＯ法人南大阪地域大学コンソーシアム理事長
（２０１０年３月まで）
２００９年４月 社団法人日本私立大学連盟理事（２０１０年３月まで）
２００９年４月 ＮＰＯ法人日越関西友好協会理事（現在に至る）
－２８９－
松浦道夫教授主要著作等目録
! 著書・編書
１９６７年７月 『体育実技教程』〔馬場太郎監修，押立・鳴川・中出・西山・
広嶋・三辺・安井と共著〕第１章「体力養成運動」（pp.２－３１：
執筆），第７章「サッカー」（pp.１３４－１５３：執筆），法律文化社
１９８４年１２月 『リフォーム百科』〔監修〕「健康体操（慣習）症状に応じた健
康体操」（pp. １８－３３：執筆），「日課に合わせた健康体操」（pp.
３３－４８：執筆），「家族で楽しむ健康体操」（pp. ４９－６５：執筆），
ミヤケ出版
１９８８年４月 『人間―その生死の位相』〔山川偉也編，北村，山鳥，中元ほ
か共著〕第１部１「生きるための生理学的仕組み」（pp.６２－７４：
執筆），世界思想社
１９８９年６月 『運動と健康の生理』〔松浦道夫編著，後藤・松井・三浦と共
著〕"「筋（肉）」（pp.１６－６５：執筆），#「神経」（pp.７３－１４３：
執筆），学術図書出版社
１９９６年９月 『近代体育・スポーツ史』〔前橋明監修，高橋ひとみ編著，前
橋・高橋・谷本と共著〕第!章第１節「現代の体育・スポー
ツ」（pp. ３３－４２：執筆），第"章第１節２「スエーデンの体育・
スポーツ」（pp. ５８－６７：執筆），３「イギリスの体育・スポー
ツ」（pp. ６８－７７：執筆），西日本法規出版
２００１年５月 『改訂：近代体育・スポーツ史』
" 論 文
１９６６年１０月 「ウエイトリフティングにおける筋力トレーニングについて」，
雑誌『体育文化』第４巻（全国民間体育研究会）
１９６８年３月 「簡易筋力づくりトレーニング」，雑誌『体育文化』第６巻
－２９０－
（全国民間体育研究会）
１９７０年３月 「ソビエト・東ドイツにおける体育・スポーツ活動」〔共著〕
雑誌『体育文化』第８巻第１号（全国民間体育研究会）
１９７１年６月 「スポーツの近代化とナショナリズム」，雑誌『体育科教育』
第１９巻第６号（大修館書店）
２０００年１２月 「チアリーディングの文化的特性と課題」『梅花女子大学文学
部紀要』第３４号，pp. １３９－１５０（共同研究者：三浦恵子）
２００２年１２月 「チアリーディングの安全性に関する調査研究（１）―ポジ
ションと活動歴からみた傷害について」『梅花女子大学文学部
紀要』第３６号，（共同研究者：三浦・後藤・松井・後藤芳）
２００４年３月 「大学教員のライフスタイルと健康の実態に関する総合的研
究（第１報～６報のまとめ）―全人的健康度とライフスタイ
ルの関係―」『大阪体育学研究』第４２巻，pp.５９－６８（共著者：
中神・佐伯・三浦・他６名）
２００７年１２月 Psycho－physiological Studies for Attendance of the Persons
with Wheelchairs(Second Report)『桃山学院大学総合研究所
紀要』Vol.33, No.2 (KO, IMANISHI, Y. MATSUURA,
TSUBOUCHI, KAYAHARA, SHIMIZU)
! 学会発表
１９６３年１０月 「体育・スポーツにおける経済学的分析―スポーツクラブで
の経済学的諸問題（その１）」『体育学研究』第９巻第１号（日
本体育学会）〔共同研究者：馬場，三辺〕
１９６４年８月 「体育・スポーツにおける経済学的分析―学生スポーツマン
の学力およびその性格」『体育学研究』第１０巻第１号（日本体
育学会）〔共同研究者：馬場，三辺，酒井〕
１９６５年８月 「体育・スポーツにおける経済学的分析―生計等，生活規模
－２９１－
と身体文化の相関性について」『体育学研究』第１１巻第５号
（日本体育学会）〔共同研究者：馬場，三辺，酒井〕
１９６６年１０月 「体育処方の現代化―体育事故と発育過程からみた政策的課
題について」『体育学研究』第１２巻（日本体育学会）〔共同研
究者：馬場，三辺，中出，武田〕
１９６７年１月 「子どもの健康や発達をどう高めるか‐肥満児の大阪府の実
態とその対策，傷害発生の実態とその対策」〔日教組１６次，日
高教１３次研修会〕
１９６８年６月 「ウエイトリフティング競技における初心者指導―健康管理を
中心にして」『体育学研究論文』No．６（日本体育学会大阪支
部学会）
１９７０年１１月 「いわゆるボディビルディングやボディビルディングセンタ
ーの社会的効用について」『体育学研究』第１５巻第１５号（日本
体育学会）〔共同研究者：長谷川，永谷〕
１９７２年８月 「スポーツ大衆化論―日本の労働組合のスポーツ政策および
施策をめぐって」『体育学研究論文』No.11（日本体育学会大
阪支部学会）
１９７２年１０月 「スキーの社会学的検討」〔日本体育学会〕（共同研究者：西
山，赤塚，長谷川，永谷，瀬崎，浦井）
１９７３年８月 「スポーツの国際関係―中国のスポーツ外交―」『体育学研究
論文』No.12（日本体育学会大阪支部学会）
１９７３年１０月 「健康産業の社会的功罪（その１）」〔日本体育学会〕（共同研
究者：長谷川，西山，赤塚，乾，永谷，今西，瀬崎，柳田，
浦井）
１９７４年１０月 「健康産業の社会的功罪（その３）」〔日本体育学会〕（共同研
究者：乾，赤塚，西山，今西，永谷，高，瀬崎，長谷川，桑
原，柳田，長谷川）
１９７５年９月 「公共社会体育における諸問題（その２）」〔日本体育学会〕
－２９２－
（共同研究者：高，乾，赤塚，西山，長瀬，桑原，瀬崎，今西，
永谷，長谷川）
１９７７年１２月 「身体文化の発生・発展」〔日本体育学会大阪支部学会〕
１９７９年９月 「民間営利のスポーツクラブおよび施設について」『大阪体育
学研究』No.18（日本体育学会大阪支部学会）
１９８１年６月 「アメリカ・ソ連のスポーツ発展とその対比」『大阪体育学研
究』No.20，日本体育学会大阪支部
１９８９年６月 「新時代と大学の保健体育」〔一般教育学会第１２回大会〕
１９９５年１２月 「大学生のからだの調査’９４―こどものからだの調査’９０（高
等学校）との比較―」〔大阪体育学会，於：成蹊女子短期大学〕
（共同研究者：長谷川修一郎，高成廈，永谷峯男，今西俊二，
高橋ひとみ）
１９９５年１２月 「子ども（保・幼・小・中・高・大学）の“からだのおかしさ”
についての研究」〔大阪体育学会，於：成蹊女子短期大学〕（共
同研究者：長谷川修一郎，高成廈，永谷峯男，今西俊二，高
橋ひとみ）
１９９７年１０月 「食事のバランスと食物摂取状況について」〔第４４回日本学校
保健学会〕（共同研究者：長谷川修一郎，高成廈，永谷峯男，
今西俊二，高橋ひとみ）
１９９７年１０月 「現在の健康状態と食物摂取状況について」〔第４４回日本学校
保健学会〕（共同研究者：長谷川修一郎，高成廈，永谷峯男，
今西俊二，高橋ひとみ）
１９９７年１０月 「身体状況（眠り・活気・根気）と食物摂取状況について」
〔第４４回日本学校保健学会〕（共同研究者：長谷川修一郎，高
成廈，永谷峯男，今西俊二，高橋ひとみ）
１９９７年１０月 「大学生の生活（睡眠・活気・根気）と簡易体力テストの成
績との関連性」〔第４８回日本体育学会〕（共同研究者：長谷川
修一郎，高成廈，永谷峯男，今西俊二，高橋ひとみ）
－２９３－
１９９７年１０月 「運動の必要性に関する研究―大学生の運動の必要性と体力
の自己評価について―」〔第４８回日本体育学会〕（共同研究者：
長谷川修一郎，高成廈，永谷峯男，今西俊二，高橋ひとみ）
１９９７年１０月 「大学生の運動の必要性と簡易体力テストの成績との関連性」
〔第４８回日本体育学会〕（共同研究者：長谷川修一郎，高成廈，
永谷峯男，今西俊二，高橋ひとみ）
１９９７年１０月 「学生の身体状況と生活習慣の関連性について」〔第５６回日本
公衆衛生学会〕（共同研究者：長谷川修一郎，高成廈，永谷峯
男，今西俊二，高橋ひとみ）
１９９７年１０月 「大学生の生活リズムについて」〔第５６回日本公衆衛生学会〕
（共同研究者：長谷川修一郎，高成廈，永谷峯男，今西俊二，
高橋ひとみ）
１９９７年１０月 「大学生の現在の健康状態と生活習慣について」〔第５６回日本
公衆衛生学会〕（共同研究者：長谷川修一郎，高成廈，永谷峯
男，今西俊二，高橋ひとみ）
１９９８年３月 「男子大学生の生活と健康・体力に関して」〔大阪体育学会〕
（共同研究者：長谷川修一郎，高成廈，永谷峯男，今西俊二，
高橋ひとみ）
１９９８年３月 「女子大学生の生活と健康・体力に関して」〔大阪体育学会〕
（共同研究者：長谷川修一郎，高成廈，永谷峯男，今西俊二，
高橋ひとみ）
１９９８年１０月 「男子大学生の生活と健康・体力の実態に関する研究」〔第４９
回日本体育学会〕（共同研究者：積山・大山，加納ほか）
１９９８年１０月 「交代制勤務者の健康状態について（１）―警備保障会社社
員を対象として―」〔第５７回日本公衆衛生学会〕（共同研究者：
高橋・新沼，中永）
１９９８年１０月 「交代制勤務者の健康状態について（２）―警備保障会社社
員を対象として―」〔第５７回日本公衆衛生学会〕（共同研究者：
－２９４－
高橋・新沼，中永）
１９９８年１０月 「交代制勤務者の健康状態について（３）―警備保障会社社
員を対象として―」〔第５７回日本公衆衛生学会〕（共同研究者：
高橋・新沼，中永）
１９９９年１０月 「交代制勤務者の生活リズムと健康（!）―タクシードライ
バーの体力の自己評価と生活習慣―」〔日本公衆衛生学会第５８
回大会〕（共同研究者：高橋・新沼，中永）
１９９９年１０月 「交代制勤務者の生活リズムと健康（"）―タクシードライ
バーの睡眠と起床時の状況について―」〔日本公衆衛生学会第
５８回大会〕（共同研究者：高橋・新沼，中永）
１９９９年１０月 「交代制勤務者の生活リズムと健康（#）―タクシードライ
バーの生活リズムと体調の高まる時刻について」〔日本公衆衛
生学会第５８回大会〕（共同研究者：高橋・新沼，中永）
１９９９年１１月 「大学生の「体育・スポーツ学実習」の継続効果（!）―覚
醒時脈拍数，体脂肪率，長座体前屈の変動―」〔日本学校保健
学会第４６回大会〕（共同研究者：高橋・新沼，中永）
１９９９年１１月 「大学生の「体育・スポーツ学実習」の継続効果（"）―自
覚的運動強度と覚醒時脈拍数の関連について―」〔日本学校保
健学会第４６回大会〕（共同研究者：高橋・新沼，中永）
２００３年３月 「大学教員のライフスタイルと健康の実態に関する総合的研
究（１）」〔大阪体育学会第４１回大会〕（共著者：中神・佐伯・
三浦・他６名）
２００３年３月 「大学教員のライフスタイルと健康の実態に関する総合的研
究（２）」〔大阪体育学会第４１回大会〕（共著者：中神・佐伯・
三浦・他６名）
２００３年９月 「大学教員のライフスタイルと健康の実態に関する総合的研
究（第３報）」〔日本体育学会第５４回大会〕（共著者：中神・佐
伯・三浦・他６名）
－２９５－
２００３年９月 「大学教員のライフスタイルと健康の実態に関する総合的研
究（第４報）―女子教員について―」〔日本体育学会第５４回大
会〕（共著者：中神・佐伯・三浦・他６名）
２００３年９月 「大学教員のライフスタイルと健康の実態に関する総合的研
究（第５報）―男子教員について―」〔日本体育学会第５４回大
会〕（共著者：中神・佐伯・三浦・他６名）
２００３年９月 「大学教員のライフスタイルと健康の実態に関する総合的研
究（第６報）―全人的健康度ライフスタイルの関係―」〔日本
体育学会第５４回大会〕（共著者：中神・佐伯・三浦・他６名）
２００４年９月 「車いす介助に関する生理心理学的研究」〔日本体育学会第５５
回大会〕（共著者：松浦義昌・今西・坪井・清水・高）
２００４年９月 「保育労働における活動水準について」〔第２３回日本幼少児健
康教育学会〕（共著者：松浦義昌・川野，今西・坪井・清水・
高）
２００５年１１月 「身体障害者の運動処方に関する研究」〔日本体育学会第５６回
大会〕（共著者：松浦義昌・今西・坪井・清水・高）
２００６年８月 「介護経験の差が身体障害者の生理心理に与える影響」〔日本
体育学会第５７回大会〕（共著者：松浦義昌・今西・坪井・清水・
高）
２００７年８月 「Study on circadian rhythms of infants during awakening
with respect to s-IgA.」〔第５５回日本教育医学会・韓国学校体
育学会共催〕（共著者：Y. Matsuura，Tsubouchi，Tanaka，
Miyake，M. Matsuura，Ko，Shimizu）
２００７年９月 「介護時の環境条件の差が身体障害者の生理心理に及ぼす影
響」〔日本体育学会第５８回大会〕（共著者：松浦義昌・今西・
坪井・清水・高）
－２９６－
! その他
＜講演＞
２００４年１２月 「大学ゴルフクラブの現状」（日本ゴルフ学会近畿支部）
＜基調講演＞
２００５年８月 「高等教育における体育の役割」（社団法人全国大学体育連合
中央研修会，機関紙『大学体育』No.86，pp. ２６－３６所収）
＜シンポジュウム＞
２００９年８月 日本体育学会・全国大学体育連合共催シンポジュウム「中教
審答申，学士課程の構築に向けて，をどう読むか」〔日本体育
学会第６０回記念大会〕（パネリスト：社団法人日本体育学会会
長・福永，社団法人全国体育連合理事長・山田）（機関紙『大
学体育』No.94，pp. ９８－１３２所収）
－２９７－
